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１．研究計画の概要 

本研究では、コーポレート・ガバナンスを
広義に捉えて、必ずしもエージェンシー理論
に立脚することなく、多様なステークホルダ
ーによるガバナンス・メカニズムに組み込ま
れたものとして企業の情報開示を捉えて、企
業の情報開示のあり方を考察する。特に、こ
うしたガバナンス・メカニズムの一環として
の企業の情報開示は、企業の戦略的動機に多
分に影響を受けると思われるので、本研究で
は、特に、企業戦略とのかかわりにおいて企
業の情報開示に影響を与える要因とその効
果を解明することを目的とする。 
従来、会計学研究においては、投資家（株

主）以外のステークホルダーに対してはあま
り関心が向けられていない。これに対して、
本研究では、投資家と同程度の重要度をもっ
てその他のステークホルダーにも焦点を当
ててコーポレート・ガバナンスを広義に捉え
るとともに、コーポレート・ガバナンスとの
かかわりにおいて企業の情報開示のあり方
を考察する。また、本研究では、通常用いら
れる日本語で記述されている文章で構成さ
れているテキスト型データに着目する。そし
て、この種のデータを定量的に分析するため
の新しい手法である、テキストマイニングを
利用して、企業が情報開示に取り組む戦略的
動機を解明する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) テキストマイニングによる企業の社会

的責任に対する基本方針の分析 
企業の社会的責任（CSR）に対する基本方

針についての各企業の比較的短い記述的回
答のテキスト型データに対してテキストマ
イニングを行うことにより、CSR に対する各
企業の捉え方や考え方を追究した。特に、本
研究では、CSR の一環としての企業の情報開
示志向やステークホルダー志向を追究した。
その上で、CSR に対する基本方針に基づいて、
企業をいくつかの企業群に類型化した。 
(2) CSR に対する基本方針と企業ウェブサ
イトにおける情報開示の関係についての分
析 
上述の CSRに対する基本方針に基づく企業

の類型化の結果を踏まえて、企業ウェブサイ
トという特定の開示媒体に焦点を当てて、企
業の情報開示の規定要因の１つに、CSR に対
する捉え方や考え方といった定性的な企業
特性があるのかどうかを解明した。その結果、
CSR に対する各企業の捉え方や考え方の違い
によって、企業ウェブサイトにおいて情報開
示に積極的に取り組むという具体的な CSRの
取組みが異なることを示した。特に、企業が
CSR の一環として情報開示を志向していれば、
実際にも情報開示に積極的に取り組んでい
ることを明らかにした。また、企業が伝統的
に企業の情報開示の主たる情報利用者とさ
れている株主・投資家を志向していれば、積
極的な情報開示につながることを明らかに
した。さらに、志向するステークホルダーの
範囲が広い企業ほど、少なくとも情報の多さ



という点で、情報開示に積極的に取り組むこ
とを明らかにした。 
(3) 企業の情報開示水準の規定要因の分析 

財務情報開示水準の規定要因を解明し、企
業がさまざまな戦略的動機に基づいて財務
情報開示の充実に取り組んでいることを明
らかにした。また、CSR 活動との関連を中心
に、企業ウェブサイトにおける情報開示や社
会・環境情報開示の規定要因をそれぞれ解明
した。その結果、CSR 活動に積極的な企業ほ
ど、情報開示にも積極的であることを示した。 
(4)  企業の情報開示の効果の分析 

コーポレート・レピュテーション（企業の
評判）に着目することにより、社会・環境情
報開示や、企業ウェブサイト上の情報開示に
焦点を当てて、企業の情報開示の効果を解明
した。その結果、情報開示に積極的な企業ほ
ど、総じて高いコーポレート・レピュテーシ
ョンを獲得していることを示した。 

 
３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
本研究では、上述のように、企業の情報開

示に影響を与える定量的・定性的な企業特性
や、非財務的な観点からみた企業の情報開示
の効果について解明することができた。 

特に、企業の情報開示に影響を与える企業
特性の解明にあたっては、定性的情報である
CSR 基本方針のテキスト型データに対してテ
キストマイニングを行うことにより、CSR に
対する各企業の捉え方や考え方という、定性
的な企業特性を定量的に捉えることができ
た。 

従来、企業の情報開示に影響を与える企業
特性の解明にあたっては、定量的分析に容易
に利用可能な定量的な要因だけに、関心が向
けられてきた傾向にある。こうした中で、本
研究では、テキストマイニングという新しい
手法を利用することにより、定量分析に利用
することが困難な定性的情報を利用して、企
業の情報開示に影響を与える新たな企業特
性を解明することができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 

本研究では、CSR に対する基本方針に対し
てテキストマイニングを行った結果、上述の
ように有益な知見を得ることができたので、
テキストマイニングが会計学研究において
今後有力な分析アプローチとなり得るとの
確信を得た。 

日本では、内部統制システムについての情
報開示をはじめとして、コーポレート・ガバ
ナンスに関連する情報開示が近年制度化さ
れるに至っている。こうした情報開示は、主
として定性的情報であるため、同様にテキス
トマイニングを行うことで、新しい知見を得

られる可能性が十分にある。そこで、今後は、
この種の定性的情報の分析を通じて、コーポ
レート・ガバナンスに対する各企業の考え方
を追究し、コーポレート・ガバナンスをめぐ
る定性的な企業特性を定量的に捉えるだけ
でなく、さらにこうした定性的な企業特性と、
企業の情報開示行動の関係を解明する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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